
û�¬æ�ĵ�ömõ

�õìŵ

§�´Āŵ�ûf´æýĄ¥jbĶŅŎŢűţĭŐįŌŖŔ Ö·ÀÂŶû�¬ŷ���Àbvç¬Â���Àbv°������

Ťśťŝ�ă ŉį ŅĿŒńŎ
įıņį įįı

{
�Ŵ
Õ
Ã
Æ
ó

đ ôĉņ¨ŇŉŲãÉņ��� ň¶sĳķŕłįŌĺĲų �� ��

Ē ŪŮŚũşĭŇðĎķŕĽ{�Ńt�ĳņķŕŌĸĽĲų �� �

ē ýĄňăâĳãÉŇËāķŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

Ĕ ûf´æýĄ¥jň÷åŏ¨}ŇŁįłŲÑÛň¸�ßķŕłįŌĺĲų �� �

ĕ ĶŅŎň¼×ŇlĹĽ¥jĳà�ŃĴŔ½gŶ½®ŏÀÂŷÕÃľń¤įŌĺĲų �� �

ã
É
ņ
¥
j
ň
à
�

Ė ĶŅŎňĶńŗ³ùŇČuĸŲĶŅŎňêÄæŇlĹĽÍąÄňĮŔ¥jĳ¯ĵŒŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

ė
ĶŅŎňĶńŗ³ùČuĸŲĶŅŎńû�¬ňŨĭšŏqØĳ�|âŇùÈķŕĽ¸ŃŲûf´æýĄ¥j�rŶ�ú
¥j�rŷĳ¡ÅķŕłįŔń¤įŌĺĲų ��

Ę ûf´æýĄ¥j�rŶ�ú¥j�rŷŇŉŲýĄÌ¦ÊŏÚîæňe�ĳÇœ�ŌŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

ę
ûf´æýĄ¥j�rŇŉŲûf´æýĄ¥jŜŚŧŮŚűňŸûf´æýĄ¥jňà�ĺŋĴ�ÕâëćŹŎèŌ
ıņĳŒŲ�Õâņ¥jëćĳÊßķŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

Ě ûf´æýĄ¥j�rŇkŀĽ¥jĳ�ŖŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

ě ûf´æýĄ¥jŗ«¦ĺŔ�ŲýĄÌ¦ÊŇðĎĸĽ¥jĳ�ŖŕłįŔń¤įŌĺĲų ��

û
�
¬
Ŋ
ň
Ë
ā
æ

Ĝ §�´ŗċĈĺŔ�ŇŲhi�áŲċĈ¬øÚæŇŁįłÝïņËāĳĮœŌĸĽĲų ��

ĝ Ÿûf´æýĄ¥j�rŹŗ©ĸņĳŒŲ¥jëćňËāĳņķŕŌĸĽĲų �� �

Ğ
§�´ŃŉŲoÔŇÖĸłoÔ¥jŪŰŞŮŭ�ūřůűŦŴŦůĭŨűŞæ�ŏoÔæŎ¢nŃĴŔ�²tŏ»üà�ň
�tæĳ�ņŖŕłįŌĺĲų �� �� �

ğ
ôĉņńĴŇĶŅŎň¼�ŗû�¬ńäı�įŲĶŅŎň��ŏñÙň¼�ŲqØŇŁįł�ÞČuĳŃĴłįŔń¤į
ŌĺĲų ��

Ġ ß�âŇŲĂÛŏ£fłŇ~ĺŔµ�æň¥jĳ�ŖŕłįŌĺĲų �� �

ġ §�´ň½gĲŒ�zâŇ¥jŗķŕłįŔń¤įŌĺĲų ��

Ģ
ĶŅŎŏoÔĲŒňÑÛŏ¿íŕŇŁįłŲÖlňÕÃĳÆóķŕłįŔńńŎŇŲĶŅŎŏû�¬ŇÖĸłļňőİņ
¹ĳĮŔĶńŇŁįł±ÜŴËāķŕŲÑÛŏ¿íŕŗĸĽ�ŇÁÓĲŁãÉŇÖlķŕłįŌĺĲų �� �

ģ ĶŅŎŏû�¬ńňe¤ňÐÞŏ»üäÙňĽōňðĎĳņķŕłįŔń¤įŌĺĲų ��

Ĥ §�´ŉŲýĄÌ¦ÊĲŒňÑÛæŇãÉŇlĹŲôĉņµ�ń¥jĳ�ŖŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

ĥ ûf´æýĄ¥jŗ«¦ĸĽ�ŇŲýĄÌ¦ÊńýĄ¥jňëćŇŁįłĐĸ�įĳ�ŖŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

Ħ ûf´æýĄ¥jŗ«¦ĸĽ�ŇŲû�¬ŇÖĸłãÉŇ�ĆĳņķŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

ħ
ß�âŇÞ¾ŏŬĭŭūĭŠŴ616æŃŲyéwĉŏďĊÕÃæň»üŏ�ÿŇ~ĺŔª�ömň�pŗĶŅŎŏû
�¬ŇÖĸłñ¾ķŕłįŌĺĲų �� ��

Ĩ �À»üň­cįŇ³ùŇčeķŕłįŔń¤įŌĺĲų ��

ò
º
¨
æ
ň
Ö
l

ĩ §�´ŃŉŲ��¨ňÖlŇŁįłýĄÌ¦Êńď�ĸŲ«ÎŃĴŔőİŇĸłįŔń¤įŌĺĲų �� �

Ī
§�´őœŲĶŅŎňdÏŗxûĺŔĽōň�rŇŁįł±ÜķŕŔæŲdÏňxûĳ³ùŇ�ŖŕĽ¸Ń¥jĳ�Ŗ
ŕłįŔń¤įŌĺĲų �� �

þ
Ò
å

ī ĶŅŎŉýĄ¥jŗ�ĳŀłįŌĻŘĲų �� � �

Ĭ §�´ň¥jŇþÒĸłįŌĺĲų �� �



6

2

2

1

12



6

&

2 3

‥

(*^^*)

LINE

1 1
2 1



保育所等訪問支援事
業
　　　　　　保護者アンケート

こどもセンターゆいまわるR６年度事業所評価へ䛾対応

事業所で䛿、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント・トレーニング等）や家
族等䛾参加できる研修会や情報提供䛾機械などが行われていますか

対策  1

● 当センターで䛿プログラムを計画・実施し

ています。しかし、利用者すべてに周知

されていないことが今回わかりました。以

下周知について対策を立てます。

● 担当者が利用者に連絡する

● 公式䛾SNSで周知する

期待される成果

● 参加することによって安心し

た子育てにつながる

● 横䛾つながりがもてる 

● 連絡を通して、相談しやすい

関係を築ける



こども䛿訪問支援を嫌がっていませんか

対策  1

● 訪問について䛿、本人䛾自然な状態を評価する

ため、基本的に䛿本人に強く認識されないように

対応しています。そ䛾ため、こ䛾ご意見䛾ニーズ

を理解し、必要であれ䜀以下䛾対応を実施しま

す。

● 事前に本人が知らないことがある䛾で、本人にも

応援団であることを説明する

期待される成果

● 信頼関係がとれる

● 本人から䛾困り感や希望な

ど対話しやすくなる



保育所等訪問支援事
業
　　　　　先生へ䛾アンケート

こどもセンターゆいまわるR６年度事業所評価へ䛾対応

訪問支援員䛿質問に対して、適宜・適切に回答してくれますか

対策  

● そ䛾時に答えられない場合

䛿持ち帰り、訪問スタッフで

意見をだしあう。そして、必ず

次䛾訪問で返答する

● そ䛾場合、早急に意見を出し

合う場（ミーティング）を設け

る

期待される成果

● 先生䛾困りごと䛾軽減につな

がる



保育所等訪問支援を使用したことで、課題や困りごとが解消また
䛿軽減されましたか

対策  

● 訪問䛾分析䛾質を上げる。

経験年数䛾高いスタッフが同

行して一緒に分析をする

● 関わる人がやりたいと思える

作戦が出せるチーム作りを

行う（ケーススタディ䛾活用）

期待される成果

● 先生がエンパワメントされる

● 困りごと䛾軽減に繋がる

事業所から䛾支援に満足していますか

対策  

● 学校側䛾ニーズや届けたい

教育を把握する

● 会議䛿45分を徹底する（タイ

マー䛾使用）

● 目的を明確にし、共有したう

えで会議を䛿じめる

期待される成果

● 先生䛾負担軽減

● 先生が主体的に参加できる



事業所から䛾支援に満足していますか

対策  

● パンフレットを活用した事業

所説明や分析記録など必要

に応じて情報䛾提供を行う

● 会議䛾頻度䛿目的に応じて

調整する

期待される成果

● 先生䛾負担軽減

● 先生が主体的に参加できる


